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抄 録

心理尺度と唾液中クロモグラニン A（以下 CgA）を指標として、若年者と高齢者に

おける入浴の効果を比較した。１０～２０分間の入浴の前後に、気分に関する質問紙調査と

CgA 測定のための唾液採取を行い、入浴の効果を調べた。また、別の日の同時刻に、

入浴せずに質問紙と唾液採取を行うコントロール条件を設け、同じ研究参加者の入浴を

した日のデータと比較した。その結果、若年者では入浴によって身体的リラックス感が

有意に上昇したが、高齢者では有意な変化は見られなかった。また、若年者、高齢者と

もに入浴の有無にかかわらず、２回目の測定で不安感、無気力感が有意に低下した。唾

液中 CgA 濃度の上昇を示した人は、若年者では入浴あり条件で有意に多かったが、高

齢者では入浴条件による差はなかった。高齢者で入浴の効果が見られなかったことか

ら、加齢によって入浴の心理効果が低減する可能性が示唆された。
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１）本研究は、エスエス製薬の寄付講座として健康科学大学に開設された「健康加齢医学寄付講座」にお
ける温泉効果研究の一部である。
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はじめに

入浴は身体の清潔を保ち快適な生活を送る上で重要な生活習慣の１つである。入浴が

心身に与える効果を証明しようとする試みは数多くなされており、これまでの研究か

ら、入浴によって睡眠改善、疲労回復、リラックス感の向上などが生じることが報告さ

れてきた。たとえば、夜間の入浴（半身浴）は、睡眠に悩む大学生の主観的な睡眠の評

価を改善し、入眠時間を有意に短縮する１）。また、運動後の入浴は血漿乳酸濃度を低下

させ、疲労を回復させる効果がある２）。さらに、入浴前後の心理状態を比較すると、入

浴後にはリラックス感が上昇することも報告されている３）。

これらの研究の大部分は若年者を対象としたものであり、高齢者における入浴の効果

についてはあまり検討されていない。若年者の研究において入浴の様々な効能が示され

る一方、入浴が循環器にかける負担も大きく、高齢者では入浴による死亡事故も少なく

ない４）。また、高村ら５）は、高齢者の入浴時間は若年者より長い傾向にあること、若年者

の温泉利用の目的は主に疲労回復、リラックスであるのに対し、高齢者では社交、気分

転換が上位を占めることを報告している。このように、入浴は高齢者にとって危険も大

きいこと、若年者と高齢者では入浴の習慣や目的が異なっていることから、若年者で示

された入浴の効能がそのまま高齢者にも当てはまるかどうかは慎重に検証していく必要

がある。

本研究では、心理尺度と唾液中クロモグラニン A（以下 CgA）を指標として、若年

者と高齢者の入浴効果を比較することを目的とした。唾液中 CgA はカテコールアミン

と共放出される酸性の糖タンパクであり、交感神経系の活動を反映する指標と考えられ

ている６）。唾液中 CgA の濃度は精神的なストレスによって上昇する一方６）、笑いや入浴

のようなオイストレス（eu-stress；良いストレス）によっても上昇することから７）８）、入

浴効果の生理指標として採用することにした。

方 法

研究参加者

若年者として男子大学生８名（年齢：２０～２１歳）、高齢者として地区老人会で活動し

ている男性メンバー１２名のうち、安静時の収縮血圧が１８０mmHg を超えていた１名を

除く１１名（年齢：７２～８２歳）が研究に参加した。参加者には研究の趣旨と内容、研究参

加・不参加の自由、個人情報の保護について口頭および文書で説明を行い、文書にて研

究参加への同意を得た。また、本研究計画は健康科学大学で倫理的な審査を受け、承認

された。

手続き

入浴および身体・精神状態の測定は、富士河口湖町健康プラザで実施した（実施時

期：若年者は２００８年３月２２日～２８日、高齢者は２００９年１月２０日～２月１９日、時間１０：００
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～１２：００頃）。入浴の方法は、かけ湯をした後、浴槽でお湯に浸かりつつ、浴室で自由

に過ごしてもらうというものであった。若年者は浴室で過ごす時間を２０分以内とし、な

るべく１０分お湯につかるように指示した。高齢者に対しては健康上の理由から、お湯に

つかる時間の指示は行わず、浴室で過ごす時間を１０分間とした。浴槽の湯は温泉で、湯

の泉質はカルシウム・ナトリウム－塩化物・硫酸塩泉（低張性中性温泉）であった。湯

の温度は４１．４±０．１℃、浴室の温度は２４．７±０．４℃、更衣室と測定室の室温はそれぞれ

１８．２±０．５℃と２４．２±０．３℃であった。

研究参加者は入浴を行う日（入浴あり条件）と、入浴を行わない日（入浴なし条件）、

あわせて２日間実験に参加した。研究参加者は２日間とも午前９：３０に施設に集合し、

到着後３０分程度座位で安静に過ごした後、質問紙による心理状態の調査、循環機能等の

測定、唾液の採取の順に測定を行った（測定１）。入浴あり条件では、測定１終了後に

温泉に入浴し、着衣した直後に唾液採取、着衣してから約１０分後に循環機能等の測定、

着衣してから約４０分後に質問紙調査を行った（測定２）。入浴なし条件では、測定１終

了後、入浴あり条件とほぼ同じ時刻に唾液採取、循環機能等の測定、質問紙調査を行っ

た（測定２）。また、実験順序はカウンターバランスをとり、入浴あり条件が１日目に

なる人と、入浴なし条件が１日目になる人がそれぞれ同数になるようにした。循環機能

の測定項目と測定結果は、鈴木・志村９）によってすでに報告されているので、そちらを

参照されたい。

質問紙の項目

質問紙調査には、Relaxation Inventory１０）、気分調査票１１）、二次元気分尺度１２）から、温

泉入浴による気分の変化を測定するのに適していると考えられた４１項目を用い、５件法

で回答を求めた。解析に際しては、「全くちがう」を１点、「ややちがう」を２点、「ど

ちらとも」を３点、「まあそうだ」を４点、「そのとおりだ」を５点として得点化した。

調査に用いた項目は表１に示したとおりである。

唾液の採取と唾液中CgAの測定

唾液は、研究参加者に採取用のコットンを約２分間噛んでもらって採取した。採取し

た唾液はすぐに氷冷し、実験終了後遠心分離によって回収した後、－８０℃で冷凍保存し

た。冷凍保存した唾液は（株）プリベンション・インターナショナル（東京都世田谷区）

に送付し、クロモグラニン濃度の測定を依頼した。唾液中 CgA の濃度は唾液中の総蛋

白濃度によって補正し、mg 蛋白あたりのモル濃度で表示した。

データ分析

入浴前（測定１）のベースラインの比較、および入浴の効果の検定には分散分析を用

いた。また、心理尺度の結果を要約するために因子分析を行った。若年者と高齢者にお

ける人数の検定には直接確率計算を用いた。分析には統計パッケージを用い、分散分析
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と直接確率計算には StatView５．０（日本語版）、分散分析の下位検定は Anova 4 on the

web（http : //www.hju.ac.jp/�kiriki/anova 4/）、因子分析は PASW Statistics１８で行っ

た。

結 果

データの処理と不良項目の削除

質問紙への大幅な記入もれがあった高齢者１名を除く、若年者８名、高齢者１０名を分

析の対象とした。また、高齢者３名において合計４個の記入もれが見られたため、欠損

値のあった項目については、４つすべての条件（入浴なしの測定１、測定２、入浴あり

の測定１、測定２）に「３（どちらでもない）」を入力して処理した。

入浴の効果を測定するためには、研究参加者のベースラインデータが変化しうる状態

にあることが求められる。例えば、疲労のベースラインが極めて低ければ疲労度はそれ

以上下がりようがないし、リラックスのベースラインが極めて高ければリラックス効果

の検出も困難になる。そこで、ベースライン（各入浴条件の測定１）において若年者と

高齢者が各項目にどのように回答したかを調べ、回答者の過半数（６０％以上）が「全く

ちがう（１）」または「そのとおりだ（５）」と回答している項目は不良項目と見なし

て、以降の解析から除外することにした。

各項目の回答率は表１に示したとおりである。若年者および高齢者の６０％以上が「全

くちがう」または「そのとおりだ」と回答したのは、 Relaxation Inventory・身体的

評価の２項目（穏やかな気持ちだ、安心した気持ちだ）、気分調査票・緊張興奮の４項

目（そわそわしている、興奮している、焦っている、いらいらしている）、気分調査票・

疲労感の５項目（ぐったりしている、誰にも話しかけられたくない、面倒くさい、わけ

もなく疲れたような感じがする、何もしたくない）、二次元気分尺度の３項目（気が重

い、無気力だ、ピリピリしている）、計１４項目であり、全４１項目から不良項目１４項目を

削除した２７項目を解析の対象とした。

因子分析の結果

心理尺度２７項目の結果を要約するため、全データを対象に探索的因子分析を行った。

計１８名（若年者８名、高齢者１０名）の研究参加者に対し、１人あたり４回のデータ収集

を行ったので（入浴なし条件の測定１、測定２、入浴あり条件の測定１、測定２）、１８

名×４回分の７２データについて２７項目×７２の行列を作成して解析に用いた。因子抽出法

としては主成分分析を選択し、固有値１以上を基準として因子数を決定した。その結

果、５個の因子が抽出され、これら５個の因子により全体の分散の７０．５７％が説明でき

た。

表２は５因子解におけるプロマックス回転後の因子パターンと因子間相関を示したも

のである。第１因子に負荷の高い項目の大部分は、Relaxation Inventory の身体的評価

に由来していることから「身体的リラックス感」（６項目）、第２因子は Relaxation
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表１ 各質問項目に「全く違う」または「そのとおり」と回答した研究参加者の割合

入浴あり条件，入浴なし条件の測定１のデータのみを対象として集計した。若年または高齢のいずれ
かにおいて「全く違う」「そのとおり」と答えた割合が過半数（６０％）を超えた項目は、その後の解析
から除外した。

「全く違う」と
回答した割合
（％）

「そのとおり」と
回答した割合
（％）

項目 若年
（n＝１６）

高齢
（n＝２０）

若年
（n＝１６）

高齢
（n＝２０）

RelaxationInventory・身体的評価１０）より

１ 満ち足りた感じだ ６．３ ０．０ ６．３ ５０．０
２ 体がほぐれている ０．０ ０．０ ０．０ ４５．０
３ 穏やかな気持ちだ ０．０ ０．０ １２．５ ６０．０
４ のんびりした感じだ ０．０ ０．０ １２．５ ４５．０
５ 落ち着いている ０．０ ０．０ １８．８ ５５．０
６ リラックスしている ０．０ ０．０ ２５．０ ５５．０
７ 安心した気持ちだ ０．０ ０．０ ３１．３ ６０．０
８ ゆったりとした気分だ ０．０ ０．０ ３１．３ ４５．０
９ 心地よい ０．０ ０．０ １２．５ ４５．０
１０ 身体がやわらかい感じだ ０．０ ０．０ ６．３ ３０．０
１１ 筋肉が休まっている ０．０ ０．０ ６．３ ４５．０
１２ 爽やかな気分だ ０．０ ０．０ １２．５ ５０．０

RelaxationInventory・認知的緊張１０）より

１３ つい悪いことを考えてしまう ３７．５ ４０．０ ０．０ ０．０
１４ 自分のいろいろな問題が気になる ３１．３ １５．０ ０．０ ５．０
１５ 何か（心配で）恐い ５０．０ ５５．０ ０．０ ０．０
１６ 将来が気になる １８．８ ４０．０ １８．８ １０．０
１７ 精神的に緊張していると思う ４３．８ ３０．０ ０．０ ２０．０
１８ 今の自分の気持ちを他人に知られたくない ３７．５ ５５．０ ６．３ ５．０

気分調査票・緊張興奮１１）より

１９ そわそわしている ０．０ ５．０ ７５．０ ４５．０
２０ 興奮している ６８．８ ７０．０ ０．０ ０．０
２１ 焦っている ６２．５ ６５．０ ０．０ ０．０
２２ いらいらしている ６８．８ ７０．０ ０．０ ０．０

気分調査票・爽快感１１）より

２３ 心静かな気分だ ０．０ １０．０ ６．３ ３５．０
２４ 充実している ０．０ ０．０ １８．８ ２５．０
２５ 物事を楽にやることができる ０．０ ０．０ １２．５ ３５．０
２６ 頭の中がすっきりしている ０．０ ０．０ ６．３ ３５．０
２７ 気持が引き締まっている ６．３ ０．０ ０．０ ２５．０
２８ くつろいだ気分だ ０．０ ０．０ ２５．０ ３０．０

気分調査票・疲労感１１）より

２９ 集中できない １８．８ ２０．０ ０．０ １０．０
３０ ぐったりしている ５０．０ ６５．０ ６．３ ５．０
３１ しらけている ５６．３ ５０．０ ０．０ ０．０
３２ 誰にも話しかけられたくない ６２．５ ７０．０ ０．０ ０．０
３３ 面倒くさい ６８．８ ４５．０ ６．３ ０．０
３４ わけもなく疲れたような感じがする ７５．０ ４５．０ ０．０ ５．０
３５ 何もしたくない ６８．８ ６０．０ ６．３ ５．０
３６ 物事に気乗りがしない ５０．０ ３５．０ ６．３ ０．０

二次元気分尺度１２）より

３７ 気が重い ６２．５ ６５．０ ０．０ ０．０
３８ エネルギッシュな感じだ １２．５ １５．０ １２．５ ２０．０
３９ 気分がのっている １８．８ ５．０ ０．０ ２５．０
４０ 無気力だ ６２．５ ５０．０ ０．０ １０．０
４１ ピリピリしている ６８．８ ５０．０ ０．０ ５．０
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表２ 心理尺度の項目に対する因子分析の結果（プロマックス回転後の因子パターン）

因子

出典 項目 F１ F２ F３ F４ F５

F１．身体的リラックス感 （α＝．９１）

身体的評価 ２ 体がほぐれている ．８４ ．１３ ―．０８ ．０２ ―．０１

爽快感 ２７ 気持が引き締まっている ．８４ ―．２４ ．１７ ．１５ ―．０４

身体的評価 １０ 身体がやわらかい感じだ ．８４ ．０８ ―．２３ ―．１１ ．０２

身体的評価 １ 満ち足りた感じだ ．７９ ―．０５ ．２６ ．０４ ．０７

身体的評価 １１ 筋肉が休まっている ．７９ ．０３ ―．０４ ―．０５ ―．１７

身体的評価 １２ 爽やかな気分だ ．６９ ．２５ ．０９ ．０１ ．１０

F２．心理的リラックス感 （α＝．９１）

身体的評価 ６ リラックスしている ―．０６ ．９１ ．００ ．００ ―．０７

身体的評価 ５ 落ち着いている ―．１６ ．９１ ．０９ ．０３ ―．１４

身体的評価 ８ ゆったりとした気分だ ．０３ ．８２ ．０４ ―．０５ ―．１３

身体的評価 ４ のんびりした感じだ ．２４ ．７７ ―．０７ ．１２ ―．１５

身体的評価 ９ 心地よい ．３１ ．５６ ―．１０ ―．１６ ―．０４

爽快感 ２８ くつろいだ気分だ ．０６ ．４３ ．０１ ―．３９ ．１２

F３．爽快感 （α＝．８４）

二次元気分尺度３８ エネルギッシュな感じだ ―．２０ ―．１４ ．９１ ―．２０ ―．０４

二次元気分尺度３９ 気分がのっている ．２２ ―．０７ ．６６ ―．１４ ―．０３

爽快感 ２６ 頭の中がすっきりしている ．４１ ．０６ ．６１ ．１３ ．０８

爽快感 ２４ 充実している ．０５ ．２７ ．５６ ―．２７ ．２８

爽快感 ２５ 物事を楽にやることができる ．０４ ．１７ ．５５ ―．１３ ．４２

爽快感 ２３ 心静かな気分だ ．２０ ．２６ ．４１ ．２７ ―．１１

F４．不安感 （α＝．８８）

認知的緊張 １３ つい悪いことを考えてしまう ．０７ ―．０５ ．１０ ．８７ ．０７

認知的緊張 １４ 自分のいろいろな問題が気になる ．１５ ―．０８ ―．１１ ．８４ ―．０１

認知的緊張 １５ 何か（心配で）恐い ―．１９ ．０３ ．０１ ．６１ ．３９

認知的緊張 １６ 将来が気になる ―．２８ ．１７ ―．０８ ．５７ ．３７

認知的緊張 １８ 今の自分の気持ちを他人に知られたくない ―．０２ ．１８ ―．２９ ．５７ ．３８

F５．無気力感 （α＝．６９）

疲労感 ３６ 物事に気乗りがしない ．１０ ―．１３ ―．３０ ．１６ ．６５

疲労感 ３１ しらけている ―．２４ ―．０８ ．２７ ．０８ ．６３

認知的緊張 １７ 精神的に緊張していると思う ．２５ ―．３５ ．０８ ．３０ ．５４

疲労感 ２９ 集中できない ．０８ ―．０７ ―．７０ ―．３７ ．５２

因子間相関

F２ ．６５

F３ ．４４ ．４４

F４ ―．４９ ―．５６ ―．３２

F５ ．１９ ―．１７ ―．１７ ―．２６
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Inventory の身体的評価のうち心理状態に関連する項目が多く含まれることから「心理

的リラックス感」（６項目）、第３因子は気分調査票の爽快感に由来する項目が半数を占

めることから「爽快感」（６項目）、第４因子は不安に関連する項目が多いため「不安

感」（５項目）、第５因子は「物事に気乗りがしない」「しらけている」などの項目の

負荷が高いことから「無気力感」（４項目）と解釈した。第１因子から第３因子には相

互に正の相関（r＝．４４～．６５）がみられ、第１～第３因子と第４因子の間には負の相関

（r＝ ―．５６～―．３２）がみられた。第５因子とその他の因子との間の相関は全体的に低

かった（r＝ ―．２６～．１９）。

各因子に含まれる項目について信頼性の指標である α 係数を算出したところ、表２

に示したとおり、第１因子から第４因子まではそれぞれ．９１，．９１，．８４，．８８と高い信頼

性が示された。第５因子の α 係数は．６９とやや低かった。

心理尺度からみた入浴の効果

抽出された因子を用いて温泉入浴の効果を検討するために、第１因子から第５因子

の項目の得点を合計して下位尺度得点を算出した。下位尺度得点のベースライン（測

定１）を比較するために、年齢（若年者／高齢者）×入浴条件（入浴なし／入浴あり）

の２要因の分散分析を行ったところ、身体的リラックス感における年齢の主効果

［F（１，１６）＝１１．３１，p＜．０１］と入浴条件の主効果［F（１，１６）＝５．６９，p＜．０５］が有意

であった。すなわち、身体的リラックス感のベースラインは若年者より高齢者で有意に

図１ 若年者（n＝８）と高齢者（n＝１０）の各入浴条件における身体的リラックス感（A），心
理的リラックス感（B），爽快感（C），不安感（D），無気力感（E）の変化。エラーバー
は標準誤差。
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高く（若年者：１８．７±４．２SD，高齢者：２４．６±３．７SD）、入浴する日の身体的リラック

ス感は入浴しない日よりわずかながら有意に低かった（入浴なし条件：２２．７±１．２SD，

入浴あり条件：２１．４±１．１SD）。下位尺度得点のその他のベースラインには、年齢およ

び入浴条件による有意な差異は見られなかった。

次に、若年者と高齢者それぞれにおいて、各下位尺度得点に対し、入浴条件（入浴な

し／入浴あり）×測定ポイント（測定１／測定２）の２要因の分散分析を行った。図１

は、若年者と高齢者における各下位尺度の条件別の平均を示したものである。若年者の

身体的リラックス感においては、測定ポイントの主効果［F（１，７）＝８．６４，p＜．０５］

と、入浴条件と測定ポイントの交互作用［F（１，７）＝２４．６５，p＜．０１］が有意であった。

下位検定の結果、若年者においては、測定２の身体的リラックス感が入浴なし条件より

入浴あり条件で有意に高く［測定２における入浴条件の単純主効果；F（１，１４）＝１６．６１，

p＜．０１］、入浴条件においては入浴後に身体的リラックス感が有意に上昇したことが示

された［入浴条件における測定ポイントの単純主効果；F（１，１４）＝３１．１２，p＜．０１］。高

齢者の身体的リラックス感には、いずれの要因の効果も見られなかった。心理的リラッ

クス感は、若年者ではいずれの要因の効果もみられなかったが、高齢者では入浴の有無

に関わらず２回目の測定で有意に上昇した［F（１，９）＝７．８０，p＜．０５］。若年者、高齢者

ともに、爽快感についてはいずれの要因の効果も見られなかった。不安感については、

若年者、高齢者ともに測定ポイントの主効果が有意であり［若年者：F（１，７）＝１４．５４，

p＜．０１，高齢者：F（１，９）＝８．５７，p＜．０５］、入浴の有無に関わらず２回目の測定で不安

感が有意に低下した。また無気力感についても、若年者、高齢者ともに測定ポイントの

有意な主効果がみられ［若年者：F（１，７）＝２０．１０，p＜．０１，高齢者：F（１，９）＝５．５０，p

＜．０５］、入浴の有無に関わらず２回目の測定で無気力感が有意に低下した。

要約すると、温泉入浴によって若年者の身体的リラックス感が有意に上昇したが、そ

の他の項目および高齢者では温泉入浴の有意な効果は見られなかった。また、年齢およ

び入浴の有無に関わらず、２回目の測定で不安感と無気力感が有意に低下し、高齢者で

は心理的リラックス感が有意に上昇した。

唾液中CgAからみた入浴の効果

図２は、若年者および高齢者の各条件における唾液中 CgA の濃度（蛋白補正値）を

示したものである。唾液中 CgA 濃度のベースライン（測定１）を比較するために、年

齢（若年者／高齢者）×入浴条件（入浴なし／入浴あり）の２要因の分散分析を行った

ところ、年齢の主効果のみが有意であり［F（１，１６）＝１８．８８，p＜．０１］、唾液中 CgA 濃

度のベースラインは若年者より高齢者で有意に低かった（若年者：９．１±３．７SD，高齢

者：３．９±２．２SD）。図より、入浴あり条件において若年者の CgA 濃度が上昇したこと

が読み取れるが、入浴条件（入浴なし／入浴あり）×測定ポイント（測定１／測定２）

の２要因の分散分析を行った結果、若年者ではいずれの要因についても有意な効果は見

られず、高齢者においても入浴による唾液中 CgA の有意な変化は見られなかった。
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表３は、測定２で唾液中 CgA 濃度の上昇を示した人数を入浴条件別に示したもので

ある。若年者の入浴あり条件においては８人中７名が CgA の上昇を示しており、入浴

なし条件（８人中２名）より有意に多かった（直接確率計算 p＜．０５）。高齢者において

は、CgA の上昇を示した人数自体が少なく（両条件とも１０人中３人）、入浴条件による

違いは全く見られなかった。すなわち、若年者では入浴によって唾液中 CgA 濃度が上

昇したが、高齢者では入浴による CgA の変化は見られなかった。

考 察

若年者と高齢者において入浴の効果を検討した結果、若年者では入浴によって身体的

リラックス感が有意に上昇するが、高齢者では入浴の有意な心理効果は認められないこ

とが明らかとなった。また、若年者では入浴によって大部分の人が唾液中 CgA 濃度の

上昇を示したが、高齢者では入浴による唾液中 CgA 濃度の上昇は見られなかった。す

なわち、若年者においては、入浴の心理・生理効果が見られたが、高齢者においては入

浴の効果が全く観察されなかった。

本研究における若年者と高齢者の入浴条件は厳密には統制されておらず、若年者に対

してはなるべく１０分間浴槽につかるよう教示したのに対し、高齢者に対しては健康上の

理由から、浴槽につかる時間についての指示を行わなかった。高齢者の入湯時間は若年

者より短かかったかもしれず、そのために高齢者における入浴効果が観察されなかった

可能性もある。しかし、本研究と同時に入浴による身体反応を調べた鈴木・志村９）によ

ると、入浴による有意な体温上昇は若年者と高齢者の両方において生じており、高齢者

においてのみ有意な心拍数の上昇が生じていた。このように、入浴による身体反応は高

齢者でも生じていたことから、高齢者の入浴時間が短かったために心理・生理効果が見

表３ 入浴なし条件と入浴あり条件における唾液中CgA濃度変化の比較

若年者 高齢者

入浴なし 入浴あり 入浴なし 入浴あり

CgA上昇あり ２ ７ ３ ３

CgA上昇なし ６ １ ７ ７

図２ 若年者（n＝８）と高齢者（n＝１０）の各入浴条件における唾液中CgA濃度（蛋白補正値）
の変化。エラーバーは標準誤差。
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られなかった可能性は低いと考えられる。

入浴によって若年者にリラックス感が生じること、若年者の唾液中 CgA の濃度が上

昇することは先行研究からも示されている３）８）。しかし、高齢者を対象とした研究は少な

く、高齢者において入浴の心理、生理効果が見られないという本研究の結果が一般的な

ものであるかどうかは明らかではない。温泉利用の目的について調べた高村ら５）の報告

によると、若年者の９０％以上が温泉利用の目的としてリラックスをあげていたのに対

し、高齢者においてリラックスをあげたのは２０％未満であり、ストレス解消や癒しなど

の心理効果をあげた割合も若年者と比べて少なかった。この報告は、加齢によって入浴

の心理効果が低減する可能性を支持している。

高齢者において、入浴による心理効果が生じにくいとすれば、それはなぜなのであろ

うか。本研究において、入浴前の心理状態を若年者と高齢者で比較したところ、高齢者

の身体的リラックス感は若年者と比べて有意に高かった。ベースラインのリラックス状

態が高すぎる場合、入浴によって生じたリラックス感の検出は難しくなる。高齢者が入

浴によるリラックス感を生じなかったのではなく、リラックス感のベースレベルが高す

ぎたためにその変化を検出できなかったのかもしれない。また、高齢者には自分をよく

見せようとする傾向があり、質問紙調査における虚偽尺度の得点が有意に高くなること

が報告されている１３）。本研究では入浴の心理効果を質問紙調査によって検討したが、回

答中の高齢者の発言（「悪いことばかり考えたってしょうがない」など）から、現在の

心理状態に目を向け率直に回答するというよりは、「かくあるべき」といった観点から

回答を行っている様子もうかがえた。高齢者のこのような構えによって、入浴の心理効

果の検出が困難になった可能性もある。

気分や感情は自律神経系の変化の影響を受け、人が自律神経系の変化をどのように解

釈するかによって、引き起こされる感情が変わってくることが知られている１４）。本研究

の若年者においては、入浴によって唾液中 CgA の上昇と身体的リラックス感の上昇が

同時に起こったことから、若年者は入浴によって生じた交感神経系の亢進を、オイスト

レス（良いストレス）として認知したと考えられる。一方、高齢者においては、入浴に

よる唾液中 CgA 濃度の変化自体が生じていなかった。このことから、高齢者では自律

神経系の反応性の低下が生じており、その結果として入浴による心理効果が生じにくく

なっている可能性も考えられる。今後は、加齢に伴う入浴の心理効果の低減が実際に生

じるのかどうかを再検討するとともに、上記の可能性についても検討を重ねていく必要

があるだろう。

最後に、入浴の効果を検討した研究の中には、入浴前と入浴後の比較のみを行い、入

浴なしの統制条件を欠くものも散見される。本研究では、入浴しない統制条件を設定し

て前後の比較を行った結果、入浴の有無にかかわらず、若年者、高齢者ともに後半の測

定で不安感、無気力感が有意に低下し、高齢者では心理的リラックス感が後半の測定で

有意に上昇することが明らかとなった。これらの心理効果は、テスト場面への慣れや実

験が終わりに近づいてきたことによる安堵感によって生じたものと考えられるが、統制
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条件がない研究の場合には入浴の効果として誤った解釈がなされる危険性が高い。統制

条件を設定することの重要性を改めて指摘しておきたい。
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Abstract

The present study aimed to evaluate the effects of hot spring bathing among young

and elderly male subjects using psychological scales and salivary chromogranin A

(CgA). The psychological/mood questionnaire and saliva test were administered to all

the subjects before and after a 10-20 minute bath. As a control, the same subjects were

also tested in the corresponding time on different days without taking a bath. The

results show that the sense of physical relaxation was significantly increased with

bathing among the young subjects, while no notable change was observed among the

elderly subjects in the bathing condition. It was also found that compared to the first

tests there were significantly lowered feelings of anxiety and apathy in the second tests

under both bathing and control conditions in both age groups. The proportion of

subjects whose salivary CgA levels were increased was markedly higher in the bathing

condition than in the non-bathing condition among the young subjects, while no

proportional difference between the conditions was found in the elderly group. These

results suggest that aging may reduce the psychological effects of bathing.
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